
100年受け継ぐ丸太造りの砂防施設
神
宮
寺
の
棚
入
れ
「
重
な
例
」

信
大
助
教
と
学
生
が
初
視
察

諏
訪
市
中
洲
の
神
宮
寺
生
産
森
林
組
合
（
金
子
修
平
組
合
長
）
が
1
0
0
年
前
か
ら
受

け
継
ぐ
丸
太
造
り
の
砂
防
施
設
「
棚
入
れ
」
に
つ
い
て
、
信
州
大
学
農
学
部
の
福
山
泰
治

郎
助
教
（
流
域
保
全
学
）
と
学
生
が
2
1
日
、
初
め
て
現
地
を
視
察
し
た
。
福
山
助
教
は
「
見

た
こ
と
が
な
い
。
非
常
に
珍
し
い
」
と
語
り
、
土
砂
と
水
を
分
離
す
る
棚
入
れ
の
効
果
と

と
も
に
「
地
域
の
力
で
維
持
管
理
し
て
い
る
貴
重
な
例
」
と
し
て
い
る
。
（
唐
沢
宏
）

墜
攣
地
域
の
力
」

1
0
0
年
前
か
ら
受
け
継
ぐ
丸
太
の
砂
防

施
設
「
棚
入
れ
」
を
調
べ
る
信
州
大
学
の

福
山
泰
治
鮨
助
教
（
中
央
）
と
学
生
た
ち

同
組
合
は
組
合
員
1
6
6
戸
で

構
成
し
、
守
屋
山
一
帯
の
山
林
を

管
理
し
て
い
る
。
隣
接
す
る
茅
野

市
高
部
の
下
馬
沢
川
で
2
0
2
1

年
9
月
に
起
き
た
土
石
流
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
、
「
地
域
を
守

る
た
め
に
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
し
よ
う
」
と
、
区
内
5
河
川

の
現
状
と
危
険
度
を
専
門
家
に
依

頼
し
て
調
査
し
、
今
年
5
月
に
説

明
会
を
開
い
た
。

視
察
は
、
一
同
阻
合
の
守
屋
幹
彦

組
合
長
が
渓
流
調
査
を
担
当
し
た

地
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
加
藤
真

彰
さ
ん
を
通
じ
て
信
州
大
学
農
学

部
（
南
箕
輪
村
）
を
訪
れ
た
の
が

き
っ
か
け
。
森
林
づ
く
り
へ
の
思

い
を
聞
き
、
棚
入
れ
に
興
味
を
持

っ
た
教
授
2
人
、
学
生
3
人
が
神

宮
寺
区
を
訪
れ
た
。

棚
入
れ
は
、
現
地
で
調
達
で
き

る
倒
木
な
ど
を
使
っ
て
造
る
砂
防

施
設
。
ま
ず
太
い
丸
太
を
川
に
渡

し
、
そ
の
上
に
丸
太
を
す
の
こ
状

に
並
べ
る
。
上
流
側
か
ら
流
れ
て

き
た
土
砂
は
す
の
こ
部
分
で
止
ま

り
、
水
だ
け
が
抜
け
て
流
れ
て
い

く
仕
組
み
だ
。
同
組
合
に
よ
る
と
、

神
宮
寺
区
内
5
河
川
の
う
ち
4
河

川
に
各
3
～
6
基
設
置
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

茅
野
市
境
の
西
沢
川
支
流
で
は

3
基
の
棚
入
れ
を
視
察
し
、
福
山

助
教
と
学
生
た
ち
は
丸
太
の
太
さ

や
本
数
、
樹
種
、
す
の
こ
部
分
の
傾

斜
、
河
川
の
状
況
を
記
録
し
て
い

た
。
福
山
助
教
は
「
水
と
土
砂
を
分

け
る
こ
と
で
土
石
流
の
勢
い
を
そ

き
し
と
が
で
き
る
。
（
す
の
こ
部
分

の
）
傾
斜
は
渓
流
の
半
分
ほ
ど
で

河
床
を
削
る
力
も
弱
ま
る
。
自
前

で
造
っ
た
こ
と
が
す
ご
い
」
と
語

り
、
研
究
の
テ
ー
マ
や
教
育
の
題

材
と
し
て
の
可
能
性
も
指
摘
し
た
。

組
合
は
年
1
回
、
棚
入
れ
の
管

理
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は

学
生
に
体
験
し
て
も
ら
う
機
会
を

提
供
し
た
い
考
え
。
視
察
に
は
金

子
組
合
長
と
守
屋
副
組
合
長
、
広

報
担
当
の
藤
森
靖
明
さ
ん
が
同
行

し
た
。
金
子
組
合
長
は
「
集
中
的

に
雨
が
降
り
、
い
つ
こ
こ
で
災
害

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
先
輩

方
か
ら
代
々
受
け
継
い
で
き
た
棚

入
れ
の
有
効
性
が
分
か
っ
て
き
た
。

み
ん
な
で
大
切
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。


